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流氷中の 7
0

ランクトンの観察

田 村 正 〈歯車水養殖事敬室〉

OBSERVATION OF THE PLANKTON IN DRIFT lOE. 

Tadnshi T AMURA 

(Fa.culty of F:sheri哨 Hokkaido Univercity.) 

Present author observed七heplankもousin色heblocks of drifもicein the neighbouring waters 
of Abashiri alld Nemuro (Hokkaido). 
1 have found that each block of drift ice contains in iもvariouskinds of plankt.oIls and these 
planktous show a slight difference in白 ekind and 他 ecompo白ition from those in the 8e:1. 
water where th(! very ice blocks are collected. This fact will certainly自uggestthaももheobse・

rvntion of theplanktons in drifもicefurnIshes色he， dll.ta to presume various matteril in the 
field of oceanography and met白orology-wherethe ice block froze， its eO¥lrse nlld speed of 
drifting，ぬmperntureaももhefl"eezing time (to be presumed hyもhethicklless of the ice block)， 
eもc.

緒言

寒海で、海水が結氷する際には表面の海水中に合れてゐるプランクトンは氷の中に包識されるが、春
季気温が幾分上昇し風浪その他D管カが作用すると金匪的に結氷は破障され、旦流氷となって風及び

h，b1p- 1. OCfanog raphica1 conditions when the drift ice Wfre∞llected. 
1 "'"__ .， _ ， ._.1 Beach of 1"，，"，" TT_____'_，I Bel!.Ch of Loω均 IOifAb叫 irilAb叫i;iBay¥Off Hsnasak恒snllSskiBny 

M 〈仰) ， )f吋・ 2~I~ω.~I~竺h. 27_1~竺ch.27
3.2 0 53  
O.7 0.，46  
3I.I5 33.4o 32.63 
? 

句ual 問団 町田l

equal . I eqnal equal 

;-25 cm I-30.β  
C1. content in drift iωル o却 3 I 0.193 I.83012.7，臼
Vo1ume of sa.mP1e (1) 1 85 /0.0 6.0 75 
た流氷中から検鏡したととがある。

海流によって漂流を始

める。との流氷中に含

有されるプランクトン

の種類及び組成の航態

を調査するととは結氷

海Trt{や流氷の経路分・布

等を推定する資料とし

て重要性がある。流水

中に含まれるプランク

トシに就ての研究は少

くて嘗って松平氏 (19

:32)が根室沖"t採集し

本報告は画館祢洋気象台の大黒賓技官と共に網走及根室沖D 流氷を調査した際に採集した材料に就
て述べんとナるもので、此の機舎を輿えられた画館海洋無象台付内能忠台長並に採集YC営!JD}J力を得
た大黒技官I't:感謝するものである。叉流氷採取に種々便宜を輿えられた日本冷臓合制・網走出張所高橋
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、三郎氏、網走測候所長二宮三郎氏、日魯漁業舎枇(E'安出張Jfr長太田一郎氏等に謝意を表する。

2 材料採取並に海 況

観察した材件は一昨竿，1倒的 3月網走及び花吹根室町の南地鮪で採集したもので流氷探取時D海

1表に示す。

探取した地製iの海水中からもプランクトンを同時に採集した。流氷中のプランクトンは流氷を

りストープで融解し、との水を tユ{ラガーゼ25呑の小型キットで描過して採集した。

中に含有される塩素量は結氷l/k況或は経過時閉その他D.条件で差が出来るが、第 1表に示した遇

で0.9，.....2.7%の範軍にあ P、花咲のものは Cl;量は多かったが、とれは流氷が融解中のため多孔質と

づて居P海水が僅かながらとの孔に浸入した Lめと考えられる。須田 (1932)も根室沖流氷及沿岸結

も1.69%eを観測し大誼今回D結果と近かったが、 田村、杉浦 ο948)の南・氷洋の流氷中の 01量

~0.21%. に比べると遥かに多かった。叉 Rund (1930)が南氷洋の流氷中の撫分を測定した場合

S =3.759(;;;であっ究。

水温は流氷の標流する海阪は一般に低いが今回も網走港咋εは -1.0
0

C前後、叉花咲港外では 0
0

0

であった。

今年白根室及び網走に於ける沿岸結氷並に櫛1<.の去来欣況は第2表。様‘0'あった。即ち卒年に比ぺ

T'able 2. The day of the appe町 anc唱。fdrift ice岨 dfr偶 zedat co剖 t.

I Differ四 cefrom 11 ________ _" ~_". ， Difference from 
Freezed at the co個 tI ::':~;:~:ll=Cl~J. Vll.l Appearanωof drift ice I 1average year average year 

End 1 Beginni時|刷Begin向・! End 1 Be.伊ni時・ 1 End 

Ap~. 10 I 8 days 1 JO days:! March. 20 1 Apr， 20 1 40 days I 19 days 
Apr. 151 JO H i 14 グ 11 .Jan. 24 1 Apr. 23 1 9 " 1 3 グ

3 結果

以上の4地酷‘で、海水中並に流氷中から夫k4僚品合計8少の標品に就て出現したプランクトシの種

類を示せば第3表の通りーでるる。

Table 3. The sp<!cies of plankton appeared in sea water &nd drift ice. 

二ト竺リ offA叫

B割問hof Qff Hanasaki Beach of 
Abashiri Hanasaki 

S時 |Drift 加 lDrift Sweaa ter l lDIere ift 一言w語a瓦teーr了1一D1creiff 
water I ica water I ice 

Phyto-plankton 、戸

Ar&chnoidiscus ornatus RR RR 
Asterionella. ka.ria.na. C C 
AuliScus ca.elatus RR 
Berellochea malleus RR 

BBi.dpduullsphheila la aurita + B cc R cc RR cc + 
RR 

Chaetoceros a.tlanticum 十 + RR + R RR 
Ch. a. va.r. neapolitslla. + + 
ぐh.criophilum C + O RR RR RR R R 
ぐh.contortum R 
Ch. debile + 
ell-ddei&cdipei11e1na s + 十 R R RR 
Cb. 十 + 
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(C'ontinued) 
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フ・ランクトンの総数は 67種でとの中珪謀類が最も多く 46種を占め弐で原生動物13種 (TintiuoinnCll 

Dinoflagellll.t'l6， F orll.minifer品1)，甲穀類 11種 (Copepoda9その他)そり他‘であった。

海水中Dプランクトンと流氷中のフ・ランクトンを比較するに、一般に海水中ではプランクトンの種

ι類は2倍近くなって居れその組成の献態からも流氷中のプランクトシとは相違し雨者の聞には明か

に71<.系の異なるととが指摘出来る。

海水中のプランクトレは4地賄を比較するに大睡網走、花咲の雨医は夫々異る出現献態が認占うられ

るが叉沖合と沿岸部でも僅か乍ら匝別が出来る。

.流氷中のプランクトンに就て比較するに 4つの標本共に出現欣態が異なる結果が認められた。小久

保博士 (1932-河)か詑暁(根室〉沖の冬季間(流氷期3月〉のプランクトシに就ての親察によれば

長表に示す通りである。出現種も今年の結果と犬養なく大憶同一海Fr.:では同時期に至れば例年似た

Table 4. The plankton appeared at Han臨 ki.(March) 

Y曲 r ! J!m 11労2I 1933 1 1949 

I 26 I 28 Iお I20 

2tzr EEl工厚
Loω.lity 

松卒(1932)は根室港の沿岸結氷中か

ら8種、同所の流氷中から 19種のプラン

クトンを見出して居り、流氷中に俗宗海種

の多い都から寒海で綜氷したものが標流し

たものであると指摘している。

今回の観察でも第3及5表に示され，た様

に各海官官.で流氷と海水中とTは出現したプ

ラ〉クトシの種類及び組成が遣う。1!P't第5表に見られる様に海水中のもりは流氷中よりも種類が多く

特有白種類が合まれる。南海原共に海水中r:は沖合も沿岸も殆んど出現種に質化はないが疏氷

のプランクト L は各海匝共叉同一海匝でも沖合と沿岸部のものとの聞には著しい相還が認められた。

4 結論

流氷中には夫々特有のプランクトンの種類及び組成が見られるCO'C臭った海原又は異つ?と季節に結

したものと推定され，る。然し此の場合結氷期前のオコック海のプランクトンの分布朕況が明かでな

ら流氷ポどとから漂流して来たものかを断定するととは困難である。更に流氷を各海国で数回傑

しとの中のプランクトンを醗察するととによ P漂流の経路とか、漂流速度をも推定出来る可能性も

る。兎に角流氷の中には多くのプランクトンが埋識されて居るので之が研究は興味のあるととであ

。(研究費の一部は文部省事|皐研究費の楠B:lJによっ介。と Lに厚く感謝ナる。〉
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